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(百万円未満切捨て)

１．2021年３月期第３四半期の連結業績（2020年４月１日～2020年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年３月期第３四半期 49,755 △7.5 3,050 10.7 3,101 15.0 2,066 8.8

2020年３月期第３四半期 53,767 △6.8 2,756 26.1 2,697 25.1 1,900 37.5
(注) 包括利益 2021年３月期第３四半期 2,041百万円( 3.3％) 2020年３月期第３四半期 1,975百万円( 40.9％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2021年３月期第３四半期 229.83 ―

2020年３月期第３四半期 211.27 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2021年３月期第３四半期 51,849 27,072 50.8

2020年３月期 55,157 25,763 45.3
(参考) 自己資本 2021年３月期第３四半期 26,346百万円 2020年３月期 24,980百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年３月期 ― 0.00 ― 75.00 75.00

2021年３月期 ― 0.00 ―

2021年３月期(予想) 80.00 80.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

３．2021年３月期の連結業績予想（2020年４月１日～2021年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 75,000 △8.5 5,400 △8.9 5,350 △7.9 3,500 △4.9 389.18
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

　　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2021年３月期３Ｑ 9,026,561株 2020年３月期 9,026,561株

② 期末自己株式数 2021年３月期３Ｑ 33,404株 2020年３月期 33,384株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年３月期３Ｑ 8,993,159株 2020年３月期３Ｑ 8,993,243株

　　
※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっ
ての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ
い。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い経済活

動や社会活動が制限された影響により、景気が大きく後退しました。その後、段階的な経済活動の

再開とともに持ち直しの動きも見られましたが、感染症の再拡大により収束が見通せず、先行きは

依然として不透明な状況で推移しました。特に海外においては、新型コロナウイルス感染症拡大に

伴う各国経済の急激な減速や、米中貿易摩擦など不安定な政治情勢が続くなど、極めて厳しい状況

で推移しました。

　当社グループの属する設備工事業界におきましては、労働力不足や熾烈な受注競争が続くととも

に、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、民間設備投資に慎重な動きが見られるなど、厳

しい環境で推移しました。

　このような状況のもと、当社グループは2019年４月に中期経営計画『Next Evolution 2023』で

発表しましたとおり、「成長市場を見据えた保有技術力の融合による他社との差別化」、「事業環

境の変化に対応した戦略的投資による経営基盤の強化と収益力の向上」、「事業基盤の再構築によ

る海外事業の強化」を重点施策とし、中長期的な環境の変化に柔軟に対応できる経営基盤の強化に

努め、持続的成長と企業価値の向上に向けて取り組んでまいりました。

　新型コロナウイルス感染症に対しては、従業員並びに関係する皆様の安全を最優先とし、社会的

責任を果たすべく行政の方針・指導に従い感染拡大の防止に努めるとともに、長期化のリスクを踏

まえながら収束後の迅速な対応に備えてまいりました。受注高については、感染拡大に伴い顧客投

資計画の中止・延期等が発生しておりますが、営業戦略の見直しや大型案件の獲得等により、ま

た、売上高については、一部工事の延期等が発生しておりますが、工程管理の徹底等により、当初

織り込んだ影響の範囲内で留めるよう取り組んでおります。

　当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高579億円（前年同期比4.5％減）、売上

高497億円（前年同期比7.5％減）となりました。利益面では、原価低減や経費の削減などに努めた

ことから、営業利益30億50百万円（前年同期比10.7％増）、経常利益31億１百万円（前年同期比

15.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益20億66百万円（前年同期比8.8％増）となりまし

た。

　報告セグメントの工事分野及びセグメント別の状況につきましては、次のとおりであります。

報告セグメント 工事分野

[電気設備工事業]

（プラント工事業）

　社会インフラ工事、産業システム工事、発電設備工事、送電工事

（内線・建築工事業）

　内線工事、建築・土木工事、情報通信工事

[空調設備工事業] 産業プロセス空調設備工事、一般空調・衛生設備工事

[その他] 物品販売及び補修・修理等

[電気設備工事業]

　受注高は443億円（前年同期比0.1％減）、売上高は335億円 (前年同期比13.9％減)、営業利益は

17億32百万円（前年同期比20.5％減）となりました。

　受注高はほぼ前年同期並みに推移しました。売上高は前期に工作機械メーカーの内線工事の大型

案件があったことなどから前年同期を下回りました。営業損益は原価低減等の採算の改善に努めた

ものの、売上高の減少により前年同期を下回りました。

　

[空調設備工事業]

　受注高は126億円（前年同期比17.9％減）、売上高は153億円（前年同期比10.3％増）、営業利益

は10億63百万円（前年同期比209.9％増）となりました。

　受注高は新型コロナウイルス感染症拡大の影響、並びに前期に大型案件があったことなどから前

年同期を下回りました。売上高は医療施設や電子精密分野の大型案件があったことなどから前年同

期を上回りました。営業損益は売上高の増加に加え、原価低減に努めたこと及び産業プロセス空調

工事の高採算案件があったことなどから前年同期を上回りました。
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[その他]

　受注高は９億円（前年同期比5.5％増）、売上高は９億円（前年同期比3.2％減）、営業利益は２

億54百万円（前年同期比9.5％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ33億円減少し、518億

円となりました。主な要因は受取手形・完成工事未収入金等の減少（89億円）、未成工事支出金の

増加（24億円）、預け金の増加（16億円）であります。

　負債は、前連結会計年度末に比べ46億円減少し、247億円となりました。主な要因は支払手形・

工事未払金等の減少（35億円）、その他に含まれる未払消費税の減少（8億円）、未払法人税等の

減少（5億円）、未成工事受入金の増加（9億円）であります。

　純資産は、前連結会計年度末に比べ13億円増加し、270億円となりました。主な要因は配当金の

支払（6億円）、親会社に帰属する四半期当期純利益の計上（20億円）であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2021年３月期通期の業績予想につきましては、第３四半期連結累計期間の業績を踏まえ、2020年

7月30日に公表いたしました業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日（2021年１

月28日）公表いたしました「2021年３月期通期業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ」を

ご参照下さい。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 5,029 5,674

受取手形・完成工事未収入金等 34,593 25,663

電子記録債権 3,186 3,919

未成工事支出金 1,579 4,038

材料貯蔵品 142 153

預け金 3,171 4,789

その他 1,618 2,408

貸倒引当金 △168 △146

流動資産合計 49,154 46,501

固定資産

有形固定資産 2,523 2,459

無形固定資産 460 356

投資その他の資産

その他 3,174 2,687

貸倒引当金 △155 △155

投資その他の資産合計 3,019 2,531

固定資産合計 6,003 5,348

資産合計 55,157 51,849

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 17,942 14,374

短期借入金 29 280

未払法人税等 1,637 1,043

未成工事受入金 1,960 2,925

完成工事補償引当金 136 136

工事損失引当金 47 31

その他 3,865 2,307

流動負債合計 25,619 21,098

固定負債

退職給付に係る負債 2,096 2,076

その他 1,677 1,602

固定負債合計 3,773 3,678

負債合計 29,393 24,777
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,970 1,970

資本剰余金 6,636 6,636

利益剰余金 16,944 18,304

自己株式 △29 △29

株主資本合計 25,521 26,881

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 45 64

為替換算調整勘定 △81 △166

退職給付に係る調整累計額 △504 △433

その他の包括利益累計額合計 △540 △534

非支配株主持分 782 725

純資産合計 25,763 27,072

負債純資産合計 55,157 51,849

　



富士古河Ｅ＆Ｃ株式会社(1775) 2021年３月期 第３四半期決算短信

7

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

売上高 53,767 49,755

売上原価 45,384 41,112

売上総利益 8,383 8,643

販売費及び一般管理費 5,626 5,592

営業利益 2,756 3,050

営業外収益

受取利息 22 5

受取配当金 13 9

為替差益 - 25

投資有価証券売却益 - 24

保険解約返戻金 13 16

その他 38 27

営業外収益合計 87 108

営業外費用

支払利息 50 44

コミットメントフィー 6 8

為替差損 82 -

その他 7 5

営業外費用合計 146 57

経常利益 2,697 3,101

特別利益

投資有価証券売却益 151 -

特別利益合計 151 -

特別損失

固定資産売却損 - 22

特別損失合計 - 22

税金等調整前四半期純利益 2,849 3,079

法人税等合計 922 1,001

四半期純利益 1,927 2,077

非支配株主に帰属する四半期純利益 27 10

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,900 2,066
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

四半期純利益 1,927 2,077

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △33 19

為替換算調整勘定 11 △127

退職給付に係る調整額 70 71

その他の包括利益合計 48 △36

四半期包括利益 1,975 2,041

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,925 2,072

非支配株主に係る四半期包括利益 50 △31
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

セグメント情報

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注１）

合計
電気設備

工事業

空調設備

工事業
計

売上高

外部顧客への売上高 38,960 13,871 52,832 935 53,767

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 38,960 13,871 52,832 935 53,767

セグメント利益 2,180 343 2,523 232 2,756

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物品販売及び補修・修理等のサ

ービス部門を含んでおります。

２．セグメント資産については、経営資源の配分の決定及び業績の評価に使用していないため、記載しており

ません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
(単位：百万円)

報告セグメント
その他
（注１）

合計
電気設備

工事業

空調設備

工事業
計

売上高

外部顧客への売上高 33,550 15,300 48,850 905 49,755

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 33,550 15,300 48,850 905 49,755

セグメント利益 1,732 1,063 2,796 254 3,050

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、物品販売及び補修・修理等のサ

ービス部門を含んでおります。

２．セグメント資産については、経営資源の配分の決定及び業績の評価に使用していないため、記載しており

ません。
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４．補足情報

（セグメント別受注高・売上高・受注残高）

　① 受注高

区分

前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間

前年同期

増減

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

電気設備工事業

プラント工事業 27,787 45.8 27,657 47.7 △129

内線・建築工事業 16,559 27.3 16,654 28.8 95

計 44,346 73.1 44,312 76.5 △34

空調設備工事業 15,382 25.3 12,635 21.8 △2,746

小 計 59,728 98.4 56,947 98.3 △2,781

その他の事業 942 1.6 993 1.7 51

合 計 60,671 100.0 57,941 100.0 △2,729

（うち海外） (4,840) (6,403) (1,563)

　② 売上高

区分

前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間

前年同期

増減

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

電気設備工事業

プラント工事業 22,218 41.3 22,126 44.5 △92

内線・建築工事業 16,742 31.2 11,424 22.9 △5,317

計 38,960 72.5 33,550 67.4 △5,409

空調設備工事業 13,871 25.8 15,300 30.8 1,428

小 計 52,832 98.3 48,850 98.2 △3,981

その他の事業 935 1.7 905 1.8 △30

合 計 53,767 100.0 49,755 100.0 △4,011

（うち海外） (3,635) (3,044) (△591)

　③ 受注残高

区分

前第３四半期

連結累計期間

当第３四半期

連結累計期間

前年同期

増減

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

電気設備工事業

プラント工事業 26,526 50.2 29,564 50.5 3,037

内線・建築工事業 12,139 23.0 14,868 25.4 2,728

計 38,666 73.2 44,432 75.9 5,766

空調設備工事業 14,056 26.6 13,994 23.9 △61

小 計 52,722 99.8 58,427 99.8 5,704

その他の事業 90 0.2 140 0.2 50

合 計 52,812 100.0 58,568 100.0 5,755

（うち海外） (4,208) (7,038) (2,829)

　


